
 1 

平成２8年度 堺市障害者自立支援協議会 第 1回 障害当事者部会 

議事概要 

 

日時 平成２８年 4月２7日（水） １４：００～１６：１５ 

場所 堺市総合福祉会館 ５階 第２研修室 

出席者 

（敬称略） 

茅原、白石、辻本、川渕、松本、丸野、石橋、北村、前田、

三田、増田 

欠席者 

（敬称略） 
乕田 

事務局 【堺市障害施策推進課】桐山、杉本 

事務局補助 【総合相談情報センター】桜井、上田、小出 

 

【会長から】 

  ・堺市自立支援協議会は平成１９年 3月から始まって、今年で１０年となる。大阪府

内でも初期に出来たので、参考にできる他市がなく、「何とか皆でやってみよう」と

取り組んできた。色んな新しい法律や仕組みができたが、いつも当事者が外に置か

れているような傾向があった。それをどうにかしないと、自立支援協議会が動き出

しても良くならないだろうという想いがあった。 

  ・大人数の会議に当事者が１名参加しても意見がいえない。特に知的障害の方が全く

参加されていなかった。参加しても配慮がされるような会議は無かった。当事者同

士で集まれる会議が必要だろうということで、準備に１年をかけた。 

  ・身体障害の方でも視覚障害、下肢障害の方や発達障害の方、重複障害の方など様々

な障害がある。同じ障害がある同士で集まることはあっても、「他障害の理解ってど

うなのだろう」という想いがあり、当事者だけが集まれる部会を作った。障害者団

体から出てくるのではなくて、当事者が意見を言いやすいように、本人が「やりた

い」と思って参加してくれたらと公募を行なった。今年で９年目となり、これまで

も全国から視察にきている。 

  ・メンバーが新しく加入しても入りにくい部会は違うと思う。色んな立場で色んなこ

とを言える場にしてほしいと思っている。自立支援協議会は、堺市の障害福祉を良

くするために、「市長や市職員と戦って訴えていく」という団体ではなく、色々な意

見を聞きながら部会として形を作って、自立支援協議会に意見を挙げていく仕組み

は大事にしてほしい。 

  ・昨年度、お互いを知る良い機会ということで数回フリートークをしてきたが、嫌な

目にあった体験談を部会で話題になることがあった。それはとても大事なんです。

でも、解決する場はここではないです。私が思った経験は話しますが、それを元に

堺市の障害者が置かれている現状を想像しながら何ができるだろうかを考えている

ことだと思っている。 

  ・ここでは個人的な話題がたくさん出ます。家族関係ことや自分の病気ことなど個人

情報が満載なので、ここで聞いたことを情報として出す（発信）ことは一定のルー

ルを持って決めておきたいと言っている。この部会で話し合われたことは、制度に
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はなりにくいが、皆で共有したことということを大事にしてほしい。当事者部会で

ブログを作っている。写真や情報を発信するときはかなり慎重にしている。ある委

員が言った発言が、次の日には気が変わって、変わっているかもしれない。どこを

切り取るのか…が大事になってくる。慎重にして欲しいと思う。 

  ・これまでは、部会の開催を「毎月１回」と決めていたが、その見直しや、「会長や事

務局、事務局補助が同席しない回を作りたい」などを考えてもいい。皆さんにどん

どん意見を出して貰って変えていって欲しい。 

  ・部会での意見は、市自立支援協議会で部会長、副部会長から報告がなされている。

これまでも部会から出た意見で自立支援協議会が活動してきた。部会から出た意見

を集約して堺市障害福祉計画についても意見を言えることとなっている。そのあた

りも頭にいれながら部会を進めて貰えればと思う。 

  ・それぞれの委員が所属しているグループや団体があると思うが、その運動と当事者

部会の活動は少し違っていて、議事録などとして記録は残るし、委員は発言できる

立場であるので、その辺りを改めて伝えようと思いました。 

 

【委員から】 

  ・当事者部会は、どこまでやって、どこまでできないのかをはっきりさせたいと思っ 

   ていたので、会長の話しを聞いてかなり明確化したかなと思う。 

  ・公募の応募状況をみても堺市の当事者の温度が下がってきているような危機感を感 

   じている。 

  ・これから実際どういったことができるのか、私達次第かなと思う。焦る必要はない。 

 

【会長から】 

  ・部会がきっかけとなって変わったこともある。移動支援事業における規制緩和（通

所している事業所から自宅までの間で寄り道をする場合であっても利用可能に）な

ど。アピールが足りないというか、見えづらいというのはあるかもしれない。毎月

部会に集まってきたことが決して無駄では無かったし、自立支援協議会の核になっ

ていることは間違いない。当事者ならではの体験と想いを集約する場に是非なって

貰えたらいいなあと思う。 

  ・何かやりたいということがあれば全面的に応援するが、その前に皆で話し合って決 

   めていくことが大事。 

 

● 平成２７年度まとめ（確認） 

  ・前回、指摘があった箇所は下線部分。決定してよろしいか。 

   ⇒・全委員、了承。 

 

● 役員の改選 

  ・部会長は、丸野委員となった。 

  ・副部会長は、４名の立候補があり、選挙が行われた。投票の結果、副部会長は、白

石委員及び北村委員となった。 
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● 今年度の活動について 

  ・防災について話したい。 

  ・当事者交流会は、１０月に行なう。テーマを防災にしても良いではないか。 

  ・新任委員の発表。 

  ・５月と８月は休会。 

 

● ブログについて 

【事務局補助から】 

  ・堺市障害者自立支援協議会のホームページを新しく作り直す予定。意見を聞きたい。 

   ⇒・トップページ写真のデザイン、構成について意見があった。 

    【事務局補助から】 

    ・ホームページ作成業者が対応可能であれば、取り入れたい。 

 

● その他 

【事務局から】 

  ・欠員となっている身体障害者枠１名、難病枠１名の公募時期をどうするか？ 

   ⇒・面接を９月に行なえるように調整し、広報さかい８月号に募集を掲載する。 

 

【委員から】 

  ・（簡易的な）電動車椅子での普通タクシーの乗車について、情報提供がなされた。 

 

【意見交換】 

  ・委員間で、意見交換がなされた。 

 

【会長から】 

  ・部会としては、「このような体験があった」という情報共有はできたと思う。しかし、 

   個別の事例を出して、「これは差別。これは虐待」と言った話であれば、しかるべき 

   窓口へ訴えていただきたいと思う。 

 

● 次回 障害当事者部会 

 ６月２２日（水）１４：００～１６：００ 堺市総合福祉会館 ５階 第１研修室 

 


